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熱中症には気をつけて下さい
熱中症による建設業の死傷者202人。
死亡者は11人。業種別では最多。
暑さによる注意力の低下、睡眠不足による
疲労の蓄積等により労働災害が増えてきます。
水分と塩分の補給と休憩は小まめに。

命
を
守
る
た
め
に

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
徹
底
を

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
保
護
帽
）
の
着
用
、
高
所
作
業
で
の
仮
設

足
場
の
設
置
・
安
全
帯
着
用
を
順
守
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

近
年
、
墜
転
落
災
害
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
労
働
安
全

衛
生
規
則
に
よ
り
建
設
業
は

上
記
表
の
作
業
で
着
用
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

墜
転
落
だ
け
で
は
な
く
、

飛
来
物
や
感
電
な
ど
か
ら
も

頭
部
を
保
護
す
る
目
的
が
あ

る
の
で
着
用
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

　　

平
成
27
年
分
の
は
し
ご
等

か
ら
の
墜
転
落
に
よ
る
死
亡

災
害
の
約
73
％
は
頭
部
負
傷

で
、
そ
の
う
ち
約
84
％
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

て
い
て
死
亡
し
た
２
件
は

４
ｍ
を
超
え
た
高
さ
か
ら

の
墜
転
落
災
害
で
す
。

　

つ
ま
り
、
４
ｍ
以
下
か

ら
の
墜
転
落
災
害
で
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た

場
合
、
死
亡
災
害
は
発
生

し
て
い
な
い
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
す
。
死
亡
し
た

16
名
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着

用
し
て
い
れ
ば
、
多
く
の

労働安全衛生規則に基づく
保護帽着用が義務付けられている主な作業

方
は
助
か
っ
て
い

た
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

死
亡
災
害
が
発

生
す
る
と
本
人
だ

け
で
な
く
、
遺
族
、

現
場
作
業
関
係
者
、
施
主

等
の
発
注
者
に
も
多
大
な

負
担
や
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
未
だ
に

建
設
現
場
に
よ
っ
て
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
せ
ず

に
作
業
し
て
い
る
姿
も
目

に
し
ま
す
。
仮
設
足
場
を

設
置
し
て
作
業
中
の
墜
転

不整地における 5トン
以上の運搬車の荷の積
み下ろし作業

組合側と企業側との賃金引上げ交渉

　

関
西
地
協
で
は
５
月
23
日
と
29
日
に
大
手
ゼ
ネ
コ

ン
と
住
宅
企
業
に
対
し
、
建
設
従
事
者
の
処
遇
改
善

を
求
め
る
要
望
書
に
基
づ
い
て
交
渉
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

交
渉
先
企
業
は
積
水
ハ
ウ
ス
・
大
和
ハ
ウ
ス
・
住

友
林
業
・
大
林
組
・
大
成
建
設
・
清
水
建
設
・
長
谷
工
・

奥
村
組
の
８
社
と
な
り
ま
し
た
。
現
場
施
工
を
支
え

る
二
次
以
下
の
建
築
業
者
・
労
働
者
の
大
幅
な
処
遇

改
善
を
求
め
る
た
め
、「
賃
金
単
価
引
上
げ
、
働
き

方
改
革
へ
の
対
応
、
不
払
い
問
題
等
な
ど
」
の
要
望

項
目
に
対
し
て
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

　

積
水
ハ
ウ
ス
の
回
答
抜
粋
。
働
き
方
改
革
へ
の
対

応
で
は
作
業
効
率
化
、
併
せ
て
出
荷
時
期
や
工
種
毎

の
平
準
化
を
進
め
、
工
事
作
業
の
繁
閑
差
を
減
ら
す

こ
と
で
収
入
増
加
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

現
場
従
事
者
の
処
遇
改
善
・
賃
金
引
上
げ
を
！

関
西
地
協
・
大
手
企
業
交
渉

ゼ
ネ
コ
ン
・
住
宅
企
業

へ
の
要
請
書
（
抄
）

　

し
か
し
、
一
人
親
方
な
ど
で
は
現
場
強
制
閉
所
へ
の
抵
抗
や
も
っ
と
従
事
し
た
い
と

い
う
希
望
も
あ
り
、
現
状
は
様
子
を
見
な
が
ら
技
能
労
働
者
の
検
証
し
て
い
く
予
定
に

し
て
い
る
。

　

不
払
い
に
つ
い
て
は
2
0
1
3
年
に
１
件
あ
っ
た
が
そ
れ
以
来
発
生
し
て
い
な
い
。

労
災
隠
し
は
も
っ
て
の
ほ
か
。
申
告
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
と
の
回

答
　

１
９
８
３
年
か
ら
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
関
西
地
協
大
手
企
業
交
渉
は
、
重
層
下
請

構
造
の
頂
点
に
立
つ
元
方
企
業
に
現
場
の
実
態
を
知
り
要
求
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
企
業
側
と
組
合
側
の
共
通
認
識
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

落
を
防
ぐ
こ
と
も
重
要
で

す
が
、
ま
ず
は
自
分
の
命

を
守
る
た
め
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
正
し
く
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
な
い
作
業
者
が
い

た
ら
、
必
ず
、
着
用
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。

５トン以上の貨物自動車
の荷の積み下ろし作業

建設工事でジャッキ式つ
り上げ機械を用いて行う
荷のつり上げ、つり下げ
等作業

型わく支保工の組立作業

地山の掘削作業

明り掘削作業

土止め支保工作業

ずい道等の掘削作業

ずい道等の履工作業

ずい道等の建設施行

鉄骨の組立等作業

鋼橋架設等作業

木造建築物の組立等作業

コンクリート造の工作物
の解体または破壊作業

コンクリート橋架設等の
作業

２ｍ以上の高所作業

物体の飛来のおそれのあ
る場合

高層建築物等でその上方
から物体が飛来または落
下するおそれのある作業
足場の組立等作業

高圧活線近接作業

低圧活線近接作業

統
計
か
ら
見
る
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
の
重
要
性

１

２

６

５

４

３

７

８

９
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13

17

16

15

14

18

19

20

21

・
国
に
よ
る
技
能
労
働
者

の
適
切
な
賃
金
水
準
を
確

保
の
要
請
を
踏
ま
え
、「
生

活
に
必
要
な
賃
金
」
月
額

60
万
円
、
年
収
7
2
0
万

円
以
上
を
要
求
。
こ
の
賃

金
水
準
の
確
保
に
向
け
て

発
注
単
価
の
改
善
な
ら
び

に
下
請
企
業
に
対
す
る
指

導
を
し
て
下
さ
い
。

・
一
次
業
者
に
支
払
う
法

定
福
利
費
は
、
加
入
状
況

に
よ
っ
て
減
額
せ
ず
、
提

出
さ
れ
た
見
積
書
を
尊
重

し
、
労
務
費
×
15
％
程
度

を
基
準
に
支
払
っ
て
く
だ

さ
い
。

・
働
き
方
改
革
法
全
面
適

用
に
対
し
て
、
法
令
遵
守

を
確
実
に
出
来
る
余
裕
を

持
っ
た
工
期
設
定
と
必
要

な
経
費
を
見
込
ん
だ
単
価

設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

後
工
程
に
し
わ
寄
せ
さ
れ

が
ち
で
す
の
で
全
工
程
に

わ
た
り
十
分
な
配
慮
を
し

て
く
だ
さ
い
。

・
不
払
い
問
題
が
発
生
し

た
場
合
は
、
建
設
業
法
41

条
２
項
・
３
項
に
基
づ
き
、

「
賃
金
」「
工
事
代
金
」
な

ど
の
立
て
替
え
払
い
を
速

や
か
に
行
い
、
下
請
け
業

者
な
ど
を
救
済
し
て
下
さ

い
。
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建築物石綿含有建材調査者講習
(一般)開催のご案内

主催：（公社）奈良県労働基準協会

日　　時　９月17日（火）～18日（水）／９時30分～17時
場　　所　奈良新聞社／奈良市法連町　／定員48名

日　　時　11月12日（火）～13日（水）／９時30分～17時
場　　所　組合本部会館　／定員48名

受　講　料　４６，５３０円

受講資格　「石綿作業主任者技能講習の修了」や「学歴に応
　　　　　じた建築の実務経験」や「建築に関して11年以
　　　　　上の実務経験を有する」など受講資格が必要。 

申　込　先　申込書と受講料の提出先は「奈良県労働基準協
　　　　　会」まで。
※受講申込書は組合本部にもありますのでご連絡頂ければ
　ＦＡＸさせて頂きます。

石綿事前調査結果の
電子報告が始まっています。
石綿事前調査結果の
電子報告が始まっています。
令和４年４月１日以降に着工する、解体・改修工事を対象として、
石綿に関する事前調査結果を、労基署・自治体に報告する制度です。

建築物の解体・改修の

事前調査結果等の届出が義務化
２０２２年（令和４年）４月より

①解体工事部分の床面積が８０㎡以上の建築物の解体工事
②請負金額が１００万円以上の建築物の改修工事
③請負金額が１００万円以上の特定の工作物の解体・改修工事

　建築物の解体・改修工事に伴うアスベスト（石綿）飛散防止対策の
強化のため、石綿障害予防規則や大気汚染防止法などの関係法令が改
正されています。
　Ｒ３年４月から義務化されている主な事項は、事前調査の方法の明
確化（設計図書等と目視で確認）、事前調査結果の保存（３年間）と現
場への備え付け、作業実施状況の写真等による記録・保存（３年間）、
石綿含有成形板等の除去に対する規制（切断等の原則禁止など）、吹付
石綿・石綿含有保温材等の除去に対する規制（資格者による取り残し
の確認）などになります。
　令和４年４月１日以降は、解体工事部分の床面積合計が80㎡以上の
解体工事、請負金額が100万円以上の改修工事については、石綿の有
無に関らず、施工業者が作業開始前に現場管轄の労働基準監督署並び
に都道府県へ届出ることが義務化されています。
※奈良県の窓口は県景観・環境総合センター／桜井市栗殿（※奈良市は除く）
　また、令和５年10月施行では「事前調査の有資格者（一般建築物石
綿含有建材調査者）による実施」などが義務化されます。
◆罰則として、石綿障害予防規則による違反は６ケ月以下の懲役また
は５０万円以下の罰金、大気汚染防止法違反では①除去等の方法違反
の場合、３ヶ月以下の懲　役または３０万円以下の罰金、②事前調査
の未報告・虚偽の報告の場合は３０万円以下の罰金となります

　詳しくは、厚生労働省、環境省のホームページ等でご確認ください。

※石綿の有無に関らず

パソコン・スマートフォン等による電子報告にて行います。
（下記参照）
電子申請の場合は、労働基準監督署・自治体に出向くことなく、
一度の操作で行えます。やむを得ない事情がある場合は、書面
で提出も可能です。書面で提出する場合は、現場管轄の労基署
と都道府県へ届出が必要です。

石綿事前調査結果報告システム
https://www.ishiwata-houkoku.mhlw.go.jp/

※システムの利用には認証システム「GビズID」を取得して
　いただく必要があります。

※②建築物の改修工事とは、建築物に現存する材料に何らかの変更
　を加える工事であって、建築物の解体工事以外のものをいい、リ
　フォーム、修繕、各種設備工事、塗装や外壁補修等であって、既
　存の躯体の一部の除去・切断・破砕等を伴うものを含みます。

事前調査を行う者の要件が新設
２０２3年（令和５年）10月より

①一般建築物石綿含有建材調査者
②特定建築物石綿含有建材調査者
③一戸建て等石綿含有建材調査者
　※③は一戸建て住宅・共同住宅の内部に限定

建築物の事前調査は、厚生労働大臣が定める講習を修了し
た者（以下の資格）に行わせることが義務化

規格不適格の墜落制止用器具の
使用中止と回収

規格不適格の墜落制止用器具の
使用中止と回収

　厚生労働省は高所作業等の際に使用が義務付けられている墜
落制止用器具（フルハーネス型安全帯、胴ベルト）の安全性を
確認するため、国内で販売されている製品の構造、性能、強度
等の試験を行う買取試験を実施しています。
　昨年度の買取試験の結果、一部の製品で国の定める規格に適
合していないものが下表の通り確認されました。購入された製
品に関する問合わせはメーカーまたは販売店にお願いします。
　また、厚労省では販売者に対して当該製品の回収を要請する
とともに、使用を中止するよう広く注意喚起するためウェブサ
イトでその事実を公表しています。

◆規格で定める要件を満たしていないことが判明した墜落制止用器具

フルハーネス・HS2201－SA1（同社）
（株）データコンプレッションズ

（株）正真

（株）TOWA

合同会社ログソルＪＡＰＡＮ

（株）NTR

IIWOJ

ランヤード・HS2201－SA1（同社）

ランヤード・TW－WJ－06（IIＷOJ）

フルハーネス・型番なし（同社）

ランヤード・型番なし（同社）

ランヤード・LOG－H101（同社）

ランヤード・TWNHLY150A（同社）
（Lot.T2301に限る）

ランヤード・KB02（㈱コンプリート）
ランヤード・EJP21（光円電工）
ランヤード・型番なし（XBEN）
ランヤード・KB02（QAZKOKO）
胴ベルト型・TB-KD-18（光円電工）
胴ベルト型・GJ-HSC-01（光円電工）

胴ベルト型・TB-KD-14（光円電工)
胴ベルト型・TB-WJ-02（IIＷOJ）
胴ボルト型・型番なし（FODME）

Shandong Guangjia Rope Net

皆さんの安全を守るため適正な
墜落制止用器具を使用して下さい



令和６年６月新加入（敬称略）

支　部
北　葛
北　葛
北　葛
北　葛
橿　原
橿　原
橿　原
御　所

氏　名
小倉　利一
佐武　克吉
下田　敏弘
関根　　誠
田中　　匠
向　　　昂
和田　昌泰
坂岡　拓己

紹介者
藤井本正明
小畦隆次(奈良)
松井　宏之
元神　満治
岩﨑　真吾
向　　延博
今堀泰久(北葛)
阪口　将太

年令
80
69
52
43
17
33
50
18

職　種
電気工事
電　　工
電　　工
大　　工
鳶　　工
土　　木
地質調査
鳶　　工

組
合
員　

２
、２
５
２
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
６
年
6
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和６年５月21日～
　　　令和６年６月20日まで）

一人親方７件／一括有期５件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

2
1
0
0
1
0
0
2
0
1
7

2
2
0
2
3
0
0
2
0
1
12

0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
2

0
1
0
1
1
0
0
0
0
0
3

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条
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防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル

　

６
月
11
日
（
火
）
に
防

災
パ
ト
ロ
ー
ル
を
支
部
参

役
３
人
、
各
分
会
長
防
災

委
員
５
人
の
合
計
８
人
で

北
部
4
町
を
４
人
、
南
部

２
市
を
４
人
で
本
部
宣
伝

カ
ー
台
と
支
部
の
車
に
分

か
れ
防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
い
ま
し
た
。

　

各
工
事
現
場
で
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
等
の
安
全
具
着
用

と
安
全
な
服
装
、
現
場
の

整
理
整
頓
、
足
場
の
安
全

役員８名で防災パトロール

設
置
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
さ
ん

宅
や
工
務
店
等
へ
訪

問
し
、
安
全
第
一
で

く
れ
ぐ
れ
も
事
故
災

害
の
な
い
よ
う
に
と

の
声
掛
け
や
、
チ
ラ

シ
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、

組
合
や
労
災
未
加
入

者
の
方
に
は
建
築
組

合
へ
の
加
入
紹
介
も

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暑
く
体
調
管

理
の
大
変
な
時
期
に
入
り

ま
す
が
、
無
理
な
く
安
全

第
一
で
事
故
災
害
が
な
い

よ
う
に
皆
様
の
健
康
と
安

全
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

（
支
部
長　

松
井
宏
之
記
）

暑
さ
厳
し
い
夏
を
迎
え
、

　
　
　
怪
我
ゼ
ロ
を
呼
び
掛
け
る

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
７
月
11
日
〜
12
日（
組
本
）
実
技　
７
月
16
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
７
月
９
日
〜
10
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
７
月
18
日
〜
19
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
８
月
８
日
〜
９
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
11
日
〜
12
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
令
和
７
年
１
月
28
日
〜
29
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
18
日
〜
19
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
６
日

　

○ 

足
場
の
組
立
て
等
業
務
に
係
る
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
21
日

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

バ
ザ
ー
＆
包
丁
研
ぎ

北
葛
支
部

　

６
月
16
日
（
日
）
組

織
拡
大
イ
ベ
ン
ト
「
包

丁
研
ぎ
＆
バ
ザ
ー
」
を

北
葛
支
部
に
て
開
催
し
、

早
朝
よ
り
11
名
の
組
合

員
さ
ん
が
準
備
に
取
り

掛
か
り
ま
し
た
。

　

包
丁
研
ぎ
は
本
格
的

な
機
械
な
ど
を
使
っ
て
、

１
本
１
本
丁
寧
に
仕
上

げ
て
い
き
ま
し
た
。
バ

ザ
ー
売
り
場
で
は
組
合

員
さ
ん
か
ら
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
工
具
や
日

用
品
な
ど
を
、
お
値
打

ち
価
格
で
販
売
し
て
お

り
、「
宝
探
し
み
た
い

で
楽
し
い
」
と
ご
来
場

バ
ザ
ー
＆
包
丁
研
ぎ

北
葛
支
部　

組
織
拡
大
イ
ベ
ン
ト

バザーも包丁研ぎも大好評でした。

さ
れ
た
方
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
組
合
員
同
士
の
絆
も

強
ま
り
、
仲
間
意
識
が

深
ま
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
ご
来
場
さ
れ
た
方

に
は
、「
点
検
商
法
に

ご
注
意
下
さ
い
」
チ
ラ

シ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー

パ
ー
な
ど
を
お
配
り
し
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
啓

発
運
動
・
組
織
拡
大
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

（
通
信
員 

岡
本
真
樹
記
）

心からご冥福をお祈りいたします

令和６年５月死亡
天理支部　　黒住　正明 氏　　大　工（75歳）
橿原支部　　細井　廣志 氏　　電気工（76歳）

亡くなられた仲間
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奈
良
建
築
青
年
部
協
議
会 

遠
征
幹
事
会

広
島
市
で
組
織
拡
大
の

　
　
奮
闘
と
成
功
を
誓
う

広
島
市
で
組
織
拡
大
の

　
　
奮
闘
と
成
功
を
誓
う

　

６
月
２
〜
３
日
に
奈
良

県
青
年
部
遠
征
幹
事
会
を

広
島
県
の
地
で
開
催
し
ま

し
た
。
中
田
議
長
を
含
む

21
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　

バ
ス
車
中
に
お
い
て
青

年
部
幹
事
会
を
開
催
し
、

１
日
目
見
学
地
の
嚴
島
神

社
は
推
古
天
皇
元
年
（
５

９
３
年
）、
佐
伯
鞍
職
が

創
建
。
そ
の
後
平
清
盛
が

安
芸
守
に
な
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
嚴
島
神
社
を
厚
く

信
仰
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
武
士
と
し
て
初
め

て
太
政
大
臣
と
な
っ
た
清

盛
は
、
仁
安
３
年
（
１
１

６
８
年
）
頃
に
現
在
の
よ

う
な
寝
殿
造
り
の

海
上
社
殿
を
造
営

し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
１
５
７

1
年
に
毛
利
氏
に

よ
り
御
本
社
本
殿

改
築
や
反
橋
や
大

鳥
居
の
再
建
な
ど

大
規
模
な
修
復
が

行
わ
れ
た
そ
う
で

す
。

　

２
日
目
は
平
和

記
念
資
料
館
で
原

爆
被
爆
者
の
体
験

や
思
い
を
伝
え
る

展
示
物
を
見
学
し

た
の
ち
、
大
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
を
見

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で
社
会
的
・
経
済
的
な
混
乱

を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
経

営
基
盤
が
ぜ
い
弱
な
中
小
建

設
業
の
倒
産
件
数
が
今
も
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
様
々

な
要
因
に
よ
り
物
価
高
騰
に

よ
り
建
材
価
格
も
大
き
く
上

昇
し
、
住
宅
の
新
築
・
リ
フ

ォ
ー
ム
の
工
事
費
用
は
上
昇

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
事

前
調
査
」
の
義
務
化
な
ど
ア

ス
ベ
ス
ト
建
材
の
適
正
処
理

に
係
る
費
用
の
増
加
な
ど
で

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
必
要
と

す
る
市
民
の
負
担
感
が
増
し

て
い
ま
す
。

仕事確保に役立てよう
各市町村で助成金制度設置

※広陵町の住宅リフォーム助成
町民が自己の居住している住宅を、町内の住宅リフォーム
登録業者を利用し、２０万円以上の通常のリフォーム工事
に対して助成。
対象工事・・壁紙の貼り替え、外壁の塗替え、
　　　　　　屋根瓦葺替え、台所等給排水の改修、
　　　　　　トイレ設備改修、
　　　　　　その他住宅の模様替え等のための工事

対象工事費 助　成　額 助成上限額

10万円以上 対象工事費の総額の10％ 10万円を限度

空き家対策や住宅リフォームへの需要が高まっていること
から、県内各市町村では様々な助成金制度を設けています。
組合員皆さんの仕事確保に繫げられるようご活用ください。
「点検商法」といわれる詐欺行為が全国で発生し、安心して
頼める地域の建築業者の存在を住民に周知していくことも
詐欺被害を防止する上で大切です。

空き家・リフォーム

交付対象工事一例 補助金

市内商品券
最大２０万円

市内商品券
一律５万円

最大１０万円

最高２０万円

最大１０万円

自治体

桜井市

市内商品券
最大１０万円

宇陀市

大和郡山市

広陵町

下市町

河合町

川上村
上限

１００万円

新築または増築、改築及びリフォーム内装工事をする場合。
新築は県産材及び内装材の総材量が５㎥以上使用。
増改築は県産材及び内装材の総材量が２㎥以上使用。
内装工事は県産材及び内装材の総面積が２０㎥以上使用。
※市内施工業者が行う場合は、さらに５万円を加算。

窓の断熱改修、または外壁・屋根・天井・床の断熱改修を
いずれか含んでいること。
外構工事の費用を除く工事に要する総費用が５０万円以上

住宅・店舗の新築やリフォーム等の際に、宇陀市産木材を
使用した方。
構造材または内装材ら利用した、宇陀市産木材購入費の半額。

一般的なリフォーム工事全般（経費が２０万円以上）
※塀、柵などの外構工事やシステムキッチン、便器などの
　設備備品が対象外。

町内の製材所で購入した、吉野郡内で生産又は製材された
木材を使用した改修、修繕、改修、増築工事であること。
工事費用が２０万円以上

居住部分の修繕、改修・壁紙の張り替え、外壁の塗り替え、
屋根の葺き替え、バリアフリー化、建具・ガラス・給排水
その他住宅の模様替え等のための工事

新築・リフォーム・購入する方に、対象経費の１／２を補助。
川上産吉野材を２㎥または２０㎡以上使用した場合の新築・
リフォーム、村の耐震診断を受診した耐震リフォームには
上限２００万円。

県内市町村で実施されている住宅リフォーム助成制度（３市３町１村）

空き家の改修等に対する補助金がある自治体

※詳しいことは該当市町村の関係窓口へお問合せください。

空き家・町家バンク活用住宅支援補助金（荷物撤去・改修・購入費用一部補助）

空き家対策支援事業（除去・改修に補助）

空き家・町家バンク活用住宅支援改修費補助金

空き家改修事業補助金

空き家改修補助金

空き家リフォーム工事補助金（工事施工業者は原則として村内事業者）

定住促進空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

定住促進空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

空き家改修事業等補助金

空き家情報バンク活用支援（改修修繕）補助事業・空き家等解体事業補助金

定住促進空き家改修事業補助金

空き家リフォーム工事補助金（空き家バンク登録）

空き家改修事業補助金（空き家バンク登録）

空き家リフォーム補助金

奈良市

香芝市

御所市

山添村

曽爾村

明日香村

吉野町

下市町

天川村

十津川村

東吉野村

黒滝村

野迫川村

三郷町

※上記以外の自治体でも様々な助成金制度がありますので詳しくは各市町村でご確認して下さい。

組合の将来を担う青協幹部役員の皆さん

学
し
ま
し
た
。
国
力
面
に

お
け
る
ア
メ
リ
カ
側
の
量

的
優
位
に
対
し
て
日
本
が

質
で
対
抗
し
た
艦
で
あ
り
、

当
時
の
最
新
技
術
を
結
晶

し
た
軍
艦
模
型
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

夕
食
懇
親
会
で
は
未
来

の
青
年
部
の
あ
り
方
や
今

後
の
活
動
計
画
等
に
つ
い

て
語
り
合
い
、
活
発
な
意

見
が
飛
び
交
っ
て
瞬
く
間

に
時
間
終
了
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
は
開
催
地
が
遠
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
路

に
着
く
道
中
は
参
加
者
の

皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
た
。

（
本
部
青
年
部
担
当 

加
藤
記
）

　

ま
た
、「
点
検
商
法
」
と

い
わ
れ
る
詐
欺
行
為
が
全
国

で
発
生
し
、
安
心
し
て
頼
め

る
地
域
事
業
者
の
存
在
を
住

民
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
も

詐
欺
被
害
を
防
止
す
る
上
で

大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
は
住

民
の
住
生
活
・
住
環
境
の
向

上
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
多
岐
に
わ
た
る
産
業

に
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら

し
ま
す
。
私
た
ち
の
組
合
で

も
仕
事
の
全
体
量
を
増
や
す

こ
と
。
地
域
経
済
活
性
化
を

目
的
に
、
各
支
部
で
は
首
長

や
議
会
議
員
へ
の
地
道
な
要

請
行
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
大
和
郡
山
市
・
桜
井

市
・
河
合
町
・
広
陵
町
・
下

市
町
・
川
上
村
・
宇
陀
市
で

助
成
制
度
が
創
設
さ
れ
、
全

国
で
５
０
０
を
超
え
る
自
治

体
で
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の

大
き
な
魅
力
は
、
そ
の
地
域

住
民
で
も
あ
る
建
築
業
者
を

利
用
す
る
こ
と
が
条
件
で
、

組
合
員
に
と
っ
て
は
大
き
な

仕
事
確
保
の
一
助
と
な
り
ま

す
。
こ
の
制
度
を
住
民
に
上

手
く
説
明
し
、
仕
事
確
保
の

一
つ
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。
引
き
続
き
、

県
下
す
べ
て
の
市
町
村
に
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
、
要
請
行
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。
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働き方改革関連法

時間外労働の上限規制など

「時間外労働の上限規制」の概要

月６０時間を超える時間外 労働に係る

割増率は「５０％以上」に

○「時間外労働」の考え方

たとえば、日曜日を法定休日と定めた場合…

月 8:00～17:00（休憩１時間）

火 8:00～17:00（休憩１時間） 法定労働時間
水 8:00～17:00（休憩１時間） １日８時間×５日
木 8:00～17:00（休憩１時間） ＝計４０時間
金 8:00～17:00（休憩１時間）

土 8:00～17:00（休憩１時間） 時間外労働
日 法定休日

土曜日の 8:00～17:00 は時間外労働になります

中小企業

2024年４月から全面適用2024年４月から全面適用
　「働き方改革関連法」は２０１９年４月からが順次施行され、労働者
を雇う事業主には労働時間の記録・管理、割増賃金の支払い、有給休
暇の年５日取得義務、関係書類の整備など、適切な対応が求められて
います。
　また同法は、２０２４年から全面適用となり、建設業にも「時間外
労働の上限規制」（原則として月４５時間・年３６５時間）が適用され
ます。
　時間外労働に関しては、注意が必要です。「１日８時間・１週４０時間」
と法で定められています。例えば日曜日が法定休日で、１日８時間労
働の場合、月～金曜日の５日間で週４０時間労働に達するため、土曜
日の労働は「時間外労働」となります。
　また、１ヶ月の時間外労働が６０時間を超えた場合、割増賃金率は
５０％以上（改定前は２５％以上）となります。
　事業主については、改めて法の内容を把握し、その上で具体的な対
応を進めることが必要となります。
　全建総連では働き方改革関連法について理解を深めるためのリーフ
レットを作成しており、労働条件通知書、３６協定届、法定３帳簿（出
勤簿・賃金台帳・労働者名簿）など、ひな形を作成しています。いず
れも全建総連のホームページで公開しています。
※個人事業所・法人事業所、従業員の人数を問わず、従業員の人数を
問わず、従業員を時間外・休日労働させる場合は、36協定届の届出が
必要となります。時間外・休日労働が月30分、１時間であっても届出
が必要となるので注意が必要です。
　届出がお済でない方は、事業所管轄の労働基準監督署に届出を行い
ましょう。

熱中症にご注意を
こまめな水分・塩分補給と十分な休憩を
熱中症にご注意を

　熱中症が発生しやすい季節になりました。建設現場は
高温多湿な現場で作業することも多く、特に熱中症を生
じやすい労働環境にありますので、正しい知識と適切な
応急処置が必要です。次のような症状が出た場合、熱中
症を疑ってください。

①軽度の症状（現場での応急処置で対応できる）めまい、
　立ちくらみ、筋肉痛、汗がとまらない
②中程度の症状（病院への搬送が必要）頭痛、吐き気、
　体がだるい（倦怠感）、虚脱感
③重度の症状（入院して集中治療の必要性がある）意識
　がない、けいれん、高い体温である、呼びかけに対し
　て返事がおかしい、まっすぐに歩行・走行できない

こまめな水分・塩分補給と十分な休憩を

熱中症が疑われたとき
死に直面した緊急事態であることを、まず認識しなけれ
ばなりません。重症の場合は救急隊を呼ぶことと同時に、
現場ですぐに体を冷やすことが大事です。

①涼しい環境への避難　 
　風通しのよい日陰や、できればクーラーが
効いている室内などに避難させましょう。

②脱衣と冷却　　　 
　衣服を脱がせて、体から熱の放射を
助けます。皮膚に水を掛けて、うちわ
や扇風機等で扇ぎ、体を冷やします。
体温の冷却は出来るだけ早く行う必要があります。
　重症者を救命できるかどうかは、いかに早く体温を下げ
ることができるかにかかっています。

③水分・塩分の補給　
　冷たい飲み物を飲ませます。冷たい飲み物は、胃の表面
で熱を奪います。大量の発汗があった場合には、汗で失わ
れた塩分も適切に補えるスポーツドリンクなどが最適です
が、食塩水（１㍑に１～２グラムの食塩を入れ
たもの）でもよいです。
　呼びかけや刺激に対する反応がおかしいなど
意識障害がある場合には、経口から飲ませるこ
とは危険です。

④医療機関へ運ぶ　　
　自力で水分の摂取ができないときは、
緊急で医療機関に搬送しましょう。
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　青年部は建築現場で働く概ね４０歳以下の青
年が加入しています。みんなで集まりワイワイ
と交流し、“ 楽しみつつ学ぶ ” を合言葉に様々な
取組みをしています。
　各支部青年部では幼稚園での奉仕活動・地域
フェスタでの木工教室・家族レクリエーション
（ＢＢＱ・潮干狩り）など精力的に活動していま
す。
　奈良建築青協では仕事上の悩みや組合活動等
について話し合ったり、建築知識を深めるため
の学習会、ゴルフやボーリング大会、家族会Ｂ
ＢＱ等で交流を深めています。
全　国青協や関西青協では諸会議や交流集会等
で交流を図り情報交流も行っています。
　何よりも職人の手が足りない、工期に間に合
わないなど、どうしようかと困ったときには、
仲間同士の横のつながりを活かし助け合ってい
ます。
　青年部に加入して、まずは一緒に楽しく活動
してみませんか。

苦労も喜びも共有する同世代の仲間です！
一人より二人です。

青年組合員のみなさん

青年部に入ろう！

奈
良
建
築
青
協
活
動

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　

５
月
26
日
に
平
成
榛
原

子
供
の
も
り
公
園
に
お
い

て
、
奈
良
青
協
の
恒
例
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
家
族
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
朝
か
ら

天
候
も
良
く
、
６
支
部
よ

り
大
人
56
名
と
子
供
20
名

の
計
76
名
と
多
く
の
参
加

者
と
な
り
ま
し
た
。
大
人

達
は
ビ
ー
ル
片
手
に
炭
を

囲
ん
で
楽
し
く
歓
談
さ
れ
、

子
供
た
ち
は
遊
具
や
噴
水

広
場
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
モ
ル
ッ
ク
大
会

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
モ
ル
ッ
ク
と
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
リ
ア
地

方
の
伝
統
的
な
キ
イ
ッ
カ

と
い
う
ゲ
ー
ム
元
に
開
発

さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
50
点

モ
ル
ッ
ク
大
会
は
大
盛
り
上
が
り
、76
名

　

の
大
家
族
が
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
通
じ
て
交
流

先
取
し
た
時
点
で
ゲ
ー
ム

終
了
で
す
。

　

下
手
投
げ
で
行
う
の
が

基
本
で
順
番
に
モ
ル
ッ
ク

を
投
げ
て
ス
キ
ッ
ト
ル
を

倒
し
ま
す
。
１
本
し
か
倒

れ
な
か
っ
た
場
合
は
「
倒

れ
た
ス
キ
ッ
ト
ル
に
書
か

れ
て
い
る
数
字
＝
点
数
と

な
り
ま
す
。

　

各
支
部
対
抗
戦
で
皆
さ

ん
は
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

ち
び
っ
こ

向
け
の
お
も

ち
ゃ
の
く
じ

引
き
が
始
ま

る
と
、
目
当

て
の
景
品
を

狙
う
た
め
に

長
蛇
の
列
とモルック大会が大いに盛り上がる

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
公
園
の
良
い
と
こ

ろ
は
敷
地
が
広
く
、
子
供

の
遊
具
が
充
実
し
安
全
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
人

達
も
の
ん
び
り
出
来
る
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

家
族
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
の
最
大
の
魅
力
は
、
各

支
部
か
ら
集
ま
っ
た
青
年

層
仲
間
が
組
合
活
動
の
悩

み
や
魅
力
、
仕
事
の
近
況

な
ど
を
語
り
合
っ
た
り
し

て
親
交
を
深
め
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
す
。
同
時
に
奥
さ

ん
や
家
族
に
も
組
合
活
動

へ
の
理
解
も
得
ら
れ
る
こ

と
が
一
番
で
す
。

　
（
本
部
書
記　

加
藤
記
）76名もの家族が参加されました

ビ
バ
ホ
ー
ム
橿
原
店
で
第
３
弾
の
組
合
宣
伝

　

３
回
目
の
組
合
宣
伝
行
動
と

し
て
、
６
月
12
日
（
水
）
の
朝

８
時
か
ら
９
時
ま
で
ビ
バ
ホ
ー

ム
橿
原
店
に
お
い
て
、
橿
原
支

部
よ
り
浅
岡
支
部
長
は
じ
め
瀬

川
さ
ん
、
花
岡
さ
ん
、
森
本
さ

ん
、
古
川
さ
ん
、
五
條
支
部
か

ら
は
番
匠
支
部
長
、
青
年
部
長

の
山
崎
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
、

本
部
か
ら
は
安
田
副
委
員
長
と

書
記
２
名
が
参
加
し
て
宣
伝
行

動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
場
で
使
用
す
る
資
材
を
購

入
す
る
た
め
に
来
店
さ
れ
た
建

築
職
人
の
方
、
職
人
風
の
方
た

ち
に
も
声
を
掛
け
て
約
50
人
の

方
々
に
組
合
パ
ン
フ
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

手
渡
す
際
に
は
、「
一
人
親

方
労
災
や
職
人
の
た
め
健
康
保

宣伝行動に参加された橿原と五條支部の皆さん

笑顔で来店した職人さんに声掛け

険
（
中
建
国
保
）
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。
何
か
あ
れ
ば
問
合

せ
下
さ
い
。」
と
声
掛
け
を
し
、

是
非
、
組
合
加
入
し
て
下
さ
い

と
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

建
築
組
合
を
知
っ
て
も
ら
う

上
で
は
小
さ
な
き
っ
か
け
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
行
動
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
で
今
後
の
大

き
な
成
果
に
繋
が
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

組
合
パ
ン
フ
に
記
載

し
て
い
る
労
災
や
中
建

国
保
の
魅
力
に
つ
い
て

、
現
場
に
従
事
す
る
職

人
さ
ん
達
と
一
緒
に
見

て
貰
っ
て
、
建
築
組
合

の
存
在
と
加
入
の
意
識

付
け
に
な
れ
ば
と
思
う

と
こ
ろ
で
す
。

　

一
人
一
人
の
力
は
弱
く
て
も
、

そ
の
力
を
集
め
て
組
合
が
大
き

く
な
る
こ
と
で
、
国
や
地
方
自

治
体
は
要
求
に
耳
を
傾
け
ま
す
。

建
築
労
働
者
・
職
人
の
結
集
を

大
き
く
す
る
こ
と
で
諸
要
求
を

実
現
し
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守

っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

「
数
は
力
」
で
す
。

　
　
　
（
本
部
書
記　

松
田
記
） 仲

間
や
建
築
現
場
の

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

仲
間
や
建
築
現
場
の

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　

組
合
で
は
春
と
秋
に
組
織
拡
大
強
化
月
間
を

設
け
て
、
新
規
加
入
者
１
０
０
名
を
目
標
に
各

支
部
組
織
拡
大
運
動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
場
や
取
引
先
や
友
人
知
人
な
ど
、
組
合
に

未
加
入
の
建
築
関
係
の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

事
業
主
・
一
人
親
方
・
職
人
を
問
わ
ず
ご
紹
介

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

組
合
事
業
内
容
と
し
て
中
建
国
保
、
労
災
保

険
、
税
金
申
告
、
建
設
業
許
可
な
ど
の
相
談
を

詳
し
く
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
紹
介
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

組
合
本
部
ま
た
は
所
属
支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
に
よ
る
「
未
加
入
者
の
掘
り
起
し
」

と
「
声
か
け
」
が
最
大
の
力
と
な
り
ま
す
。

　

※
紹
介
者
に
は
ク
オ
カ
ー
ド（
5
0
0
円
券
）

を
進
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。


